
内閣府男⼥共同参画局
令和８年２⽉ 21⽇（⼟）

科学技術・学術分野の
男⼥共同参画の現状と内閣府における取組



OECDによる学習到達度調査(15歳時点)

※OECD PISA（Programme for International Student Assessment）2022 より作成
※順位はOECD加盟38か国中。
※調査段階で15歳３か⽉以上16歳2か⽉以下の学校に通う⽣徒が対象（⽇本では⾼校1年⽣）。

⼥性ノーベル賞受賞者数（⾃然科学分野）

計化学物理学⽣理学・医学

12327アメリカ

11425欧州

0000⽇本

4112その他

278514全体
※2025年までの受賞者を集計。
※その他の国は、イスラエル、オーストラリア、中国、カナダ。

科学技術・学術分野における男⼥共同参画の推進に係る現状①
諸外国の研究者に占める⼥性割合

（出典）総務省「科学技術研究調査」（令和７年）
OECD “Main Science and Technology Indicators ”
⽶国国⽴科学財団（National Science Foundation：NSF）“Science and Engineering Indicators”

（出典）⽂部科学省「令和７年度学校基本調査」
※その他等は「商船」、「家政」、「芸術」及び「その他」の合計。

⼤学（学部）の学⽣に占める⼥性の割合
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科学技術・学術分野における男⼥共同参画の推進に係る現状②
OECD諸国における分野別⼤学等⼊学者⼥性割合（2023年）

※OECD.statより作成 2023年データ （2025.12.05更新） 2



成果目標（期限）項目

理学系：12.0％、工学系： 9.0％（2025年）①大学の理工系の教員（講師以上）に占める女性の割合

理学系：20％、工学系：15％、
農学系：30％、医歯薬学系：30％、
人文科学系45％、社会科学系：30％ （2025年）

②大学の研究者の採用に占める女性の割合

前年度以上（毎年度）③大学（学部）の理工系の学生に占める女性の割合

資料出典：文部科学省「学校教員統計調査」
※資料出典は、実績値の出典を示すもの。
※2025年1月7日現在、2022年度が最新値。

【工学系】

①大学の理工系の教員（講師以上）に占める女性の割合

【理学系】

第５次男⼥共同参画基本計画の成果⽬標と現状①
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資料出典：文部科学省「学校基本統計」（各年５月１日現在）

②大学の研究者の採用に占める女性の割合

資料出典：文部科学省調べ
※大学が採用した教員（非常勤教員を除く）のうち、教授、准教授、講師、助教について集計。
※2014年は、「保健系（医学・歯学・薬学系）」と「保健系（その他）」を区別せず、保健系全体の数値を集計している。

③大学（学部）の理工系の学生に占める女性の割合

第５次男⼥共同参画基本計画の成果⽬標と現状②
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理系の進路選択に関するアンコンシャス･バイアスについて
〜「性別による無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）に関する調査研究」より〜

※出典：内閣府男⼥共同参画局
令和４年度性別による無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）に関する調査研究

【調査結果】
・「⼥性に理系の進路（学校・職業）は向いていない」という測定項⽬について、「そう思う」⼜は「どちらか
と⾔えばそう思う」と回答した者の割合は、いずれの世代でも男性の⽅が⾼い。
・⼀⽅、そうした発⾔を⾔われたり聞いたりした経験のある⼈数の割合は、直接・間接を問わず、男性より⼥性
のほうが⾼い。特にメディアで⾒たり聞いたりしたことがあると回答した者の割合は、男⼥ともに約15％となっ
ている。こうした経験が⼥⼦学⽣の進路選択に影響を与えていることも考えられる。

(％) (％)

⼥性計

男性計

男性計

⼥性計

※【直接】直接⾔われたり聞いたり したことがある
【間接】直接ではないが⾔動や態度からそのように感じたことがある
【メディア】メディアで⾒たことがある
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概要

• 目的：男女共同参画社会に関する国民の意識を把握し、今後の施策の参考とする

• 調査実施主体：内閣府政府広報室（設問作成は男女共同参画局）

• 調査時期：令和６年９月26日～11月３日

• 調査対象：全国18歳以上の日本国籍を有する者 5,000人

• 有効回答数：2,673人（回答率 53.5％）

• 調査方法：郵送法（令和元年調査までは個別面接聴取法）

⇒調査方法の変更に伴い、質問文や選択肢が同じでも、令和元年以前の調査結果と
の比較はできない（令和元年以前の調査結果は「参考値」の扱い）

• 平成４年以降、数年おきに同様の調査を実施（前回調査は令和４年）

• 公表について

テレビ・ネット記事：２月４日（火）17時以降

新聞：２月５日（水）付朝刊

「男⼥共同参画社会に関する世論調査」の概要
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進路選択に影響をあたえるもの（問３）
・男女ともに回答が多かったのは、「母親」、「父親」次いで、「友人や先輩」、「学校の
先生」、「インターネットやＳＮＳ」となっている。

・女性の方が、進路選択に影響をあたえるものとして「母親」を選択する割合が高い。

（備考）１．内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」（令和６年９月調査）より作成。
２．質問文は「文部科学省の「令和５年度学校基本統計」によると、例えば、大学の理学部・工学部に進学する女性は男性より少ない、薬学部・看護学部

に進学する男性は女性より少ないという現状であることが分かっています。進路選択の一例としてこのような状況がありますが、あなたは、一般的に
進路選択に影響を与えるのは次のうちどれだと思いますか。」複数回答。

新規問
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理⼯チャレンジ（リコチャレ！） 〜⼥⼦⽣徒等の理⼯系への進路選択を促進〜
取組概要

取 組
夏のリコチャレ

・夏休み期間中、⼤学、企業、学術団体等が
イベントを実施
・内閣府・⽂科省・経団連がサポート
・令和７年度実績 129団体235イベント実施

約8,300名が参加

夏のリコチャレ
・夏休み期間中、⼤学、企業、学術団体等が
イベントを実施
・内閣府・⽂科省・経団連がサポート
・令和７年度実績 129団体235イベント実施

約8,300名が参加

STEM Girls Ambassadors
による理⼯系⼥性⼈材育成

・STEM Girls Ambassadorsを派遣し、
全国各地で講演等を開催

STEM Girls Ambassadors
による理⼯系⼥性⼈材育成

・STEM Girls Ambassadorsを派遣し、
全国各地で講演等を開催

リコチャレ応援団体
・理⼯チャレンジの趣旨に賛同する⼤学、

企業、学術団体等 968団体
（令和８年１⽉19⽇現在）

リコチャレ応援団体
・理⼯チャレンジの趣旨に賛同する⼤学、

企業、学術団体等 968団体
（令和８年１⽉19⽇現在）

理⼯系⼥⼦
応援ネットワーク

・リコチャレ応援団体のうち、
具体的な⽀援を⾏っている団体
232団体

（令和８年１⽉19⽇現在）

若⼿理⼯系⼈材
(ロールモデル)
による出前授業

・⼈⼝5万⼈未満の市区町村の⾃治体や
学校へ、企業・⼤学等の理⼯系⼈材を派遣

若⼿理⼯系⼈材
(ロールモデル)
による出前授業

・⼈⼝5万⼈未満の市区町村の⾃治体や
学校へ、企業・⼤学等の理⼯系⼈材を派遣

ウェブサイト
「理⼯チャレンジ」

・リコチャレとは？
・ イベント情報
・先輩からのメッセージ
・ロールモデル情報
・ 団体からの応援メッセージ
・シンポジウム
・調査研究等

ウェブサイト
「理⼯チャレンジ」

・リコチャレとは？
・ イベント情報
・先輩からのメッセージ
・ロールモデル情報
・ 団体からの応援メッセージ
・シンポジウム
・調査研究等

シンポジウム
・有識者や実際に活躍する⼥性研究者・技術者
（ロールモデル）による情報発信
・IT業界で活躍する⼥性(ロールモデル)提⽰等

シンポジウム
・有識者や実際に活躍する⼥性研究者・技術者
（ロールモデル）による情報発信
・IT業界で活躍する⼥性(ロールモデル)提⽰等

リコチャレは、⼥⼦中⾼⽣等が、理⼯系分野に興味・関⼼を持ち、将来の⾃分をしっ
かりイメージして進路選択することを応援するため、平成17年（2005年）より内閣府
男⼥共同参画局が中⼼となって⾏っている取組です。

募集
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理⼯系⼥⼦応援
ネットワーク会議

・理⼯系⼥⼦応援ネットワー
クに登録した団体が出席
・相互連携に向けた情報共有
や取組⽅針を検討



ウェブサイト 「理⼯チャレンジ」
【事業概要】 https://www.gender.go.jp/c-challenge/index.html
リコチャレ応援団体（※）の紹介、イベント等の掲載。
そのほか、先輩理⼯系⼥性からのメッセージを掲載するとともに、質問も可能。
※リコチャレ応援団体：968団体（うち、具体的な⽀援を⾏っている理⼯系⼥⼦応援ネットワーク団体：232団体）

応援団体数内訳（⾏政機関：62団体、企業：329団体、学術・研究機関等：141団体、⼤学等：380団体、その他：56団体）
（令和８年１⽉19⽇現在）
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ウェブサイト 理⼯チャレンジ「先輩からのメッセージ」
【掲載内容】
・理学部・⼯学部・農学部等の理系の学部を卒
業し、様々な分野で活躍している先輩から、理
系・⽂系の選択をはじめ進路選択に悩む⼥⼦中
⾼⽣、⼥⼦学⽣の皆さんへのメッセージを掲載。
・「先輩に質問！」のマークがある先輩には直
接進路の相談をすることも可能。

10



夏のリコチャレ2025 〜理⼯系のお仕事を体感しよう！〜
【事業概要】
・主に⼥⼦中⾼⽣等を対象に、夏休み期間を利⽤して、企業・⼤学・学術団体等が実施する理⼯系

⼥⼦応援イベントに関する広報事業。
・内閣府・⽂部科学省・⽇本経済団体連合会の共催事業。
・職場⾒学、⼯場⾒学、シンポジウム、実験教室、先輩⼥性社員との交流等

こども霞が関⾒学デー「求む！未来の理⼯系⼥⼦！」
（株式会社エスワイシステム・内閣府男⼥共同参画局）

「マンションのことなら⻑・⾕・⼯♪ 〜マンション
ミュージア ム⾒学＆マンションにまつわる実験体験ツ
アー」（株式会社⻑⾕⼯コーポレーション）

「⼥⼦⾼校⽣のためのデータサイエンス職場⾒学ツアー」
(さいたま市、株式会社ARISE analytics)

浜松ホトニクス 夏のリコチャレ2025
「光の性質に触れ、理系⼥性の働き⽅を覗いてみよう！」
（浜松ホトニクス株式会社）

夏のリコチャレ2025
開催実績

129団体235イベント
８,300名以上が参加
（2024年開催実績）
119団体 228イベント
6,900名以上が参加 11



理⼯系⼥⼦応援ネットワーク会議
【事業概要】
・理⼯系⼥⼦応援ネットワークに登録した団体を主な対象として開催｡

取組に関⼼のあるリコチャレ応援団体と、⾃治体も参加
・令和７年度は10⽉22⽇にオンラインで開催 81団体･103名が出席｡
・事例紹介、情報交換、団体間ネットワーキング等、今後に向けた連携強化を⾏う

２．取組事例発表

〇 ＜実地開催の事例＞ 株式会社 ⻑⾕⼯コーポレーション
・リコチャレの取組概要とプログラムにおける⼯夫点について
・ＳＮＳ等を活⽤した広報事例について 等

〇 ＜⾃治体と企業共催開催の事例＞さいたま市・株式会社 ARISE analytics
・さいたま市の⺠間提案制度を利⽤した共催の経緯について
・リコチャレの取組概要と課題点等について 等

〇 ＜オンライン開催の事例＞ 浜松ホトニクス 株式会社
・これまでのリコチャレ開催実績について（５年連続で開催）
・社内部署横断のプロジェクトチームでの実施について 等

【令和７年度開催内容】

３．グループディスカッション
・イベント実施済みの団体からイベントや集客の⼯夫点の情報共有
・イベント実施に関する疑問点の質問確認、意⾒交換 等

１．理⼯系⼥性⼈材の育成に係る取組説明、夏のリコチャレ2025報告（内閣府・⽂部科学省）
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進路で⼈⽣どう変わる？理系で広がる私の未来2025
動画公開セミナー（シンポジウム）

【事業概要】
・⼥⼦中⾼⽣、保護者、教員等を対象に、内閣府・⽂部科学省・JST・経産省の共催にて開催
・令和７年７⽉７⽇公開
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STEM Girls Ambassadors派遣

【事業概要】
⼥⼦⽣徒等の理⼯系分野への進路選択を促進するため、理⼯系分野で活躍する多様な
⼥性の姿（ロールモデル）を⽰すとともに、⼥⼦⽣徒等の理⼯系進路選択を社会全体
で応援する気運醸成を図ることを⽬的。ロールモデルの提⽰策を強化すべく、令和４
年度に、メッセージ動画を男⼥共同参画局公式YouTubeにて公開。

【主な活動】
1. 地⽅公共団体や学校等において開催されるセミナー、シンポジウムでの講演等
2. 広報誌やWebサイト上でのメッセージ発信
3. その他本事業の趣旨に鑑み相応しい活動

令和７(2025)年度イベント数（予定含む）

12イベント令和７(2025)年度イベント予定数

Ambassador⼀覧（令和８年１⽉19⽇時点） ※敬称略・五⼗⾳順

株式会社オリエンタルコンサルタンツグローバル執⾏役員兼インド現地
法⼈代表取締役会⻑阿部 玲⼦

経済産業省杉本 雛乃
⽇本マクドナルド株式会社
取締役上席執⾏役員 ＣＭＯズナイデン房⼦
広島⼤学理事・副学⻑/
⼤学院医系科学研究科特任教授⽥中 純⼦

H2L,Inc.CEO、琉球⼤学⼯学部教授、東京⼤学⼤学院⼯学系研究科教授⽟城 絵美
⾳楽家、数学研究者、STEAM 教育者、株式会社steAm代表取締役、
⼀般社団法⼈steAm BAND代表理事、⼤阪・関⻄万博テーマ事業プロ
デューサー、東京⼤学⼤学院数理科学研究科特任研究員

中島 さち⼦

中央⼤学 特任教授、NPO法⼈⽇本⼥性技術者フォーラム 理事⻑⾏⽊ 陽⼦

宇宙⾶⾏⼠⼭崎 直⼦

⽇本⼤学 常務理事、NPO法⼈ウッドデッキ 代表理事渡辺 美代⼦

令和６(2024)年度イベント数

16イベント令和６(2024)年度イベント数
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令和７年度 若⼿理⼯系⼈材（ロールモデル）による出前授業

●事業概要
・実施地域：５地域（⼈⼝5万⼈未満の市区町村から選定）

・参加対象 ：⼩・中・⾼校⼥⼦⽣徒（男⼦⽣徒も可）、保護者・教員・地域住⺠等
・参加者数 ：50名程度（地域の教育委員会や学校と連携して募集）
・ロールモデル：理⼯系分野への従事期間が10年以内の若⼿⼥性⼈材（1地域3名）

（当該地域の地元企業・⼤学・研究機関等で活躍する理⼯系⼈材等）
・プログラム ：ロールモデルの講演や専⾨分野に応じた実験等の体験

（2〜３時間程度）
・参加者アンケート：出前授業の満⾜度、理⼯系進路選択への興味関⼼度、 

理⼯系進路選択についてのメリット・デメリット等 

●事業の⽬的
⼈⼝5万⼈未満の市区町村を重点的に対策すべき地域と定め、

若⼿理⼯系⼈材による出前授業を実施することで、⼥⼦⽣徒の理系的体験の機会
の創出と、地域におけるロールモデルの掘り起こしを⽬的とする。

実施⽇実施地域
令和７年11⽉08⽇京都府京丹後市
令和７年11⽉16⽇福岡県宇美町
令和７年12⽉20⽇埼⽟県上⾥町
令和８年１⽉18⽇⾹川県多度津町
令和８年１⽉24⽇岡⼭県笠岡市

●令和７年度開催実績（総括）
・延べ参加者数：240名
（うち、児童・⽣徒：145名、

保護者・教員等：95名）
・イベントを通じて理⼯系の魅⼒を感じた

⽣徒等の割合：98％

【授業の様⼦】
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令和５年度調査研究
理⼯系分野進学後の⼥性のキャリアパスに関する事例についての調査研究

【事業概要】
・理⼯系分野出⾝の⼥性を取り巻く状況について、調査・研究を⾏い、理⼯系分野への進学を⽀援する資料・情報を掲載
した報告書の作成、及び、理⼯系分野出⾝の社会⼈⼥性に対してヒアリング調査を⾏い、彼⼥たちの経験や考えを広く紹
介する広報冊⼦を作成しました。
・性別による無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）やキャリアと家庭の両⽴の⼤変さなど、さまざまな要因が
⼥性の進路選択を制限しています。こうした課題を乗り越えるために、保護者の⽅々および教職員の⽅々にはぜひとも本
調査研究報告書や啓発資料を活⽤いただき、未来ある⼥⼦中学⽣・⼥⼦⾼校⽣等に新たな可能性を⽰していただければ幸
甚です。
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報告書は、
⼆次元コードよりご確認いただけます。

広報冊⼦は、
⼆次元コードよりご確認いただけます。

報告書 広報冊⼦



理⼯系分野で活躍する⼥性からのメッセージ
〜ロールモデル集〜

【掲載内容】
・リコチャレの取り組みの⼀環として、理⼯系分野 で活躍している⼥性からのメッセージを紹介し、理⼯
系分野の魅⼒を知ってもら うことを⽬的として作成。20名のロールモデルのインタビューを掲載。
・「⼥⼦は理数系科⽬が苦⼿」などといった無意識の思い 込み（アンコンシャス・バイアス）などの壁を
乗り越えるための情報を掲載。
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令和６年度調査研究
理⼯チャレンジプログラム（モデル）

【事業概要】
・今後、⼥⼦⽣徒等の理⼯系分野への進路選択を促進させていくために
は、これまでの取組に加え、各地域における「理⼯チャレンジ プログラ
ム」の実施数を増加させていくことが重要であると考えています。
・そこで、各地域の⼤学・⾼専向けに、理⼯チャレンジプログラムの具
体的 な実施内容や実施⼿順の事例を⽰した 「理⼯チャレンジプログラム
（モデ ル）」を作成しました。
・各⼤学・⾼専におかれましては、本資料を参考に、ぜひ、理⼯チャレ
ンジプログラムの実施に取り組んでいただくようお願いいたします。
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【本編】は、
こちらからご確認いただけます。

【パンフレット】は、
こちらからご確認いただけます。


